００－００－０００００　りんくはじめ
　２０世紀は、科学技術が飛躍的に発展した１００年であった。わが国は欧米の先進的な基礎技術を導入し、工業国として発展したが、今２１世紀の入口に立つ我々は、環境問題や少子高齢化社会という問題を抱えているその一方で、技術革新（ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ）によって急速に発展してきた情報化の波が、次の時代へのファンファーレを鳴らしているように感じる。こうした課題の解決や新たな技術革新へのチャレンジは、私達日本人の知恵と伝統文化が貢献する、またとない機会であるように思う。
　歴史小説家の司馬遼太郎さんは、小学生に向けて語りかける。
　「君たちには未来がある。二十一世紀の輝かしい担い手だ。二十一世紀にあたっては、科学と技術がもっと発展するだろう。君たちによって、科学と技術を良い方向にもっていってほしいのである。」
　司馬さんが言うように、新たな科学技術の水脈を、私たちの手で作り上げ、世界へ貢献しようではないか。
